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2 月１日に、クラス代表による bPS 学年発表会がありました。 

12 月中にクラス内で発表を行い、そこで選ばれた代表 9名が、バラエティに富んだテーマで発表を行い

ました。    

                         研究内容が興味関心を引くものであることはも

ちろん、観客も巻き込んだプレゼンテーション力

もすばらしく、発表後の質疑応答も活発に行われ

ました。 

                          

 

 

 

 

    

 

    

 

bPS 学年発表会 

学年発表会の発表者（発表順） 
１ 1年 9組 前田唯 

人類共通の美味しい食べ物は存在するのだろうか？ 
 

２ 1年 1組 和多田佑喜 

声が及ぼす人体への影響 
 

３ 1年 8組 山北侑里 

じゃがりこはなぜ人気なのか 
 

４ 1年 7組 伊藤美由紀 

メンタルトレーニングで試合結果は変わるのか 
 

５ 1年 4組 佐々木治弥 

人の心に響く言葉はどうやったら言えるだろう？ 
 

６ 1年 5組 前田佳奈枝 

１番の味覚王現れる！？ 
 

７ 1年 6組 新清未依 

ウユニ塩湖の美しさ 
 

８ 1年 3組 橋本 航 

可算名詞と不可算名詞の違い 
 

９ 1年 2組 島田淳志 

  異常気象はなぜ起きるかとその対策～大雨編～ 

最優秀賞は、1年 9 組 前田唯さん

の「人類共通の美味しい食べ物は

存在するのだろうか？」でした。 

おめでとうございます！ 

【感想】 

・どの発表も聞きやすく、テーマ設定が個性的で面白かった。独特の視点から調べていて興味がわいた。 

・質疑応答では的確な質問が多く、自分もしっかり質問ができるようになりたいと思った。 

・みんなの前での発表はとても緊張しましたが、話し始めると適度な緊張で話すことができました。 


